
照明機器向け EMC 試験装置
（ラージループアンテナ）電子・機械グループ

（多摩テクノプラザ）

■ ラージループアンテナとは ■

　照明機器から発生する磁界成分はラージループア
ンテナ（図１参照）を用いて測定することができます。
３軸方向の測定が必要なため、相互に垂直な３つの
大型ループアンテナで構成されるものが主流ですが、
今回導入したものは、１軸タイプ（直径２m）のもので、
回転機構により３軸の測定に対応しています。
　ループアンテナの中心に測定対象物を配置して、
測定対象物から放射される磁界成分によりループア
ンテナ内に誘導される電流を、アンテナに接続され
ている電流プローブ（1V/A）を用いることで電圧に
変換し、測定器に送ります。
　ループアンテナの大きさによって、測定対象物の
大きさや限度値が異なり、直径２m のこの装置では、
1.6 m 以下の照明機器の試験が可能です。

主　な　仕　様 依　頼　試　験　料　金　表

●お問い合わせ　電子・機械グループ〈多摩テクノプラザ〉TEL 042-500-1263

　従来より多摩テクノプラザ電子・機械グループでは、照明機器向け EMC 試験規格（CISPR15）で要求さ
れている試験項目「伝導エミッション（電源ポート）」、「放射エミッション」に対応してきました。その際、
同規格で要求される「低周波放射エミッション（ラージループアンテナを用いた磁界測定）」を併せて希望さ
れる声も多くいただいていることから、平成 29 年度に、当グループにラージループアンテナを導入しました。
これにより、100Hz 以上の周波数を用いたランプなど、多くの照明機器の試験が可能となります。

メーカー 日本シールドエンクロージャー株式会社

型式 JSE-LLA-2

ループ直径 2 m

試験品の最大サイズ 1.6 m

試験品の最大重量 10 kg

試験項目 中小企業 一般

放射エミッション測定

最初の１時間
あたり 22,371 円 44,742 円

以降の 30 分
につき 7,889 円 15,788 円

【測定事例】
　Hf 蛍光灯（一般的なインバー
タ方式）を測定した結果を図２
に示します。赤線で囲んでいる
通り、発光に必要な発振周波数

（70kHz）が確認できます。こ
のことから、蛍光管部分からの
磁界成分の放射を測定している
ことがわかります。

（税込）

図１ ラージループアンテナ（中心に測定対象物を配置）
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図２ Hf 蛍光灯の測定結果
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